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①サイズ：縦１０㎝×横６０㎝

② ：外国人向け交番地図記号

③文字色：青色

平成３１年第４回公安委員会会議録

自午後１時３０分

日 時 ２月７日（木曜日） 場 所 公安委員会室

至午後４時２０分

公安委員 高木委員長 原委員 山本委員 小野委員 下山委員

会 議

本部長 警務部長 生活安全部長 刑事部長

出席者 警察職員

交通部長 警備部長 情報通信部長

第１ 定例会議

１ 交番用ＰＯＬＩＣＥシールの整備について

(1) 事業概要

ア 整備目的

増加する訪日外国人に交番等の警察施設をより分かりやすく認識してもら

うため、交番等の出入口ドアガラス等に国土地理院が定めた外国人向け交番

地図記号及び「POLICE」を表記したシールを貼付する。

<現状>

交番外壁の「KOBAN」表示 道路案内板の「Police」表示

（熊本南警察署西熊本駅前交番）

イ ＰＯＬＩＣＥシールの概要等

(ｱ) シールデザイン

(ｲ) 整備箇所

全交番及び外国人の来訪が見込まれる駐在所等に貼付予定
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【委員からの質問等】

委員から「交番の外壁に『ＫＯＢＡＮ』と表示してあるが、新たに出入口のガ

ラスに『ＰＯＬＩＣＥ』シールを貼るのか」旨の発言があり、警察から「玄関な

どに貼ることとしている。『ＫＯＢＡＮ』 だけでは分かりにくいことから、『Ｐ

ＯＬＩＣＥ』シールを貼付し改善を図ることとした」旨の説明があった。

２ 平成３０年度熊本県国民保護共同図上訓練参加結果について

(1) 訓練の目的

武力攻撃事態等の突然発生する事態に際し、的確かつ迅速に国民保護のため

の措置を実施するため、図上訓練を通じて、初動措置、対策本部運営及び関係

機関との調整要領の確認・検証を実施するもの。

(2) 訓練日時

平成３１年２月１日（金）午後０時３０分から午後５時１０分まで

(3) 訓練会場

ア 熊本県庁

イ 熊本市役所

(4) 主催機関

国（内閣官房）及び熊本県

(5) 訓練参加者（８８機関、約３５０人（情報伝達訓練参加を含む））

警察関係（１３人）～警備部長、警備第二課、熊本中央、熊本南及び熊本東

警察署

(6) 想定

国際スポーツ大会の開催期間中、熊本市内で大規模な爆発事案や化学剤散布

が疑われる事案が連続発生し、多数の死傷者が出ている。その後、新たに爆発

物容疑物件が発見され、国が緊急対処事態として認定する。

(7) 主な訓練項目

ア 初動対応（複数事案への同時対応）要領の確認

イ 関係機関との情報共有・調整要領の確認

ウ 事案の進展に応じた県市対策本部の対応要領の確認

エ 緊急対処事態対策本部の設置・運営要領の確認

県警では、県及び市の対策本部に連絡員（リエゾン）を派遣して、関係機関

との情報共有や調整を実施したほか、県開催の「第１回熊本県緊急対処事態対

策本部会議」及び国と県合同開催の「合同対策協議会」に参加した。

(8) 参考事項

本訓練は国が指定する重点訓練の一つであり、本県では、平成２２年度に実

動訓練を、平成２５年度に図上訓練を実施している。

【委員からの質問等】

委員から「今回想定したようなテロ３件が同時に発生した場合に初めてこの法

律が適用されるのか」旨の発言があり、警察から「事前情報があり、被害も発生

し、今後も拡大のおそれがあるなど、これらを総合的に判断して適用される」旨

の説明があった。
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第２ 報告・決裁等

１ 監察業務の報告

首席監察官から報告が行われた。

２ 苦情（H３０№１６）回答の決裁

地域課長から説明があり、決裁が行われた。

３ 「熊本県警察の交番、駐在所及び警備派出所の名称、位置、所管区域又は警備

区域（公安委員会告示）」の一部改正の決裁

地域課長から説明があり、決裁が行われた。

４ 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律に基づく

犯罪被害者等給付金の支給裁定案の決裁

広報県民課長から説明があり、決裁が行われた。

５ 平成３１年第３回公安委員会会議録の決裁

公安委員会事務室から説明があり、決裁が行われた。

６ 審査請求(H３０№４)審理経過報告及び終結等の決裁

公安委員会事務室から報告等が行われた。


